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第
29
回
通
常
総
会
は
、
５
月
24
日
�
ベ

ル
ナ
ー
ル
酒
田
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総

会
に
先
立
っ
て
、
午
後
３
時
か
ら
公

開
講
演
会

｢

２
０
１
０
年
の
政
局
展
望｣

(

講
師

泉

宏
氏)

が
催
さ
れ
、
１
７

０
名
の
聴
衆
が
直
近
の
政
治
の
舞
台
裏
に

理
解
を
深
め
ま
し
た
。(

別
掲)

通
常
総
会
は
冒
頭
、
４
月
に
現
職
で
急

逝
さ
れ
た
故
・
齋
藤
光
也
氏
の
ご
冥
福
を

祈
り
、
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
前
田
会
長

は
挨
拶
の
中
で
、
①
１
０
０
年
に
一
度
の

恐
慌
と
い
う
が
、
日
本
は
も
っ
と
厳
し
い

時
代
を
見
事
に
克
服
し
た
歴
史
が
あ
る
。

(

民
活
の
酒
田
で
あ
り)

、
今
こ
そ
力
を
合

わ
せ
て
先
人
に
負
け
な
い
知
恵
を
出
し
合

い
た
い
。
②
公
益
認
定
に
向
け
た
本
格
的

準
備
段
階
に
あ
り
、
法
人
会
の
メ
リ
ッ
ト

は
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
、
緩
や

か
な
異
業
種
交
流
の
場
と
し
て
、
更
な
る

機
能
向
上
に
努
め
た
い
と
し
、
会
員
各
位

の
変
わ
ら
ぬ
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

恒
例
に
よ
り
、
議
事
に
先
立
っ
て
平
成

21
年
度
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
故
・
齋
藤

光
也
氏
に
は
感
謝
状
を
、
そ
し
て
厳
し
い

環
境
の
中
で
会
員
増
強
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
地
区
役
員
の
皆
さ
ん
と
目
標
を
見
事

達
成
し
た
地
区
代
表
、
お
よ
び
研
修
会
等

の
事
業
に
積
極
的
に
参
加
あ
る
い
は
従
業

員
の
参
加
を
勧
め
た
会
員
代
表
に
、
そ
れ

ぞ
れ
記
念
品
・
表
彰
楯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

本
総
会
で
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
今
年

度
の
事
業
方
針
は
、
別
掲
の
通
り
で
あ
り

ま
す
が
、
引

き
続
き
原
点

で
あ
る｢

税｣

に
関
す
る
諸

活
動
を
基
軸

に
据
え
て
取

組
む
こ
と
を

決
定
し
、
新

た
な
ス
タ
ー

ト
が
切
ら
れ

ま
し
た
。
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今
年
度
は
、｢
特
例
民
法
法
人｣

と
な
っ
て
１
年
半
を
経
過
し
、
全
法

連
と
し
て

｢

モ
デ
ル
単
位
会｣

を
先

行
さ
せ
つ
つ
、｢

公
益
認
定｣

に
向

け
て
、
具
体
的
に
動
き
始
め
ま
し
た
。

当
会
と
し
て
は
、
社
団
化
30
周
年
を

目
前
に
し
て
、
遺
漏
な
き
よ
う
対
応

し
て
参
り
ま
す
。
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全
法
連
は
、｢

平
成
23
年
度
税
制

改
正
に
関
す
る
提
言｣

を
今
年
度
も

全
国
大
会

(

９
／
28

熊
本)

に
向

け
て
、
取
り
纏
め
に
入
っ
て
お
り
ま

す
。
当
会
と
し
て
は
、
税
制
委
員
会

を
中
心
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

県
連
を
通
じ
て
全
法
連
に
意
見
反
映

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

昨
夏
の
政
権
交
代
以
降
、
国
際
情

勢
を
含
め
、
政
治
・
経
済
・
社
会
の
仕

組
み
が
大
き
く
変
動
す
る
中
で

｢

税

制
改
正
大

綱｣

は
示

さ
れ
た
も

の
の
、
具

体
的
ビ
ジ

ョ
ン
と
そ

の
詳
細
は

｢

専
門
家

委
員
会｣

に
委
ね
ら

れ
て
お
り

ま
す
。
従

っ
て
、
中

小
企
業
の

活
力
が
国
の
基
盤
を
支
え
て
い
る
と

の
認
識
に
立
っ
て
、
粘
り
強
く

税
制
改
正
要
望
・
提
言
活
動
に
取
組

む
こ
と
と
し
ま
す
。
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今
年
度
本
格
的
準
備
に
入
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
機
関
設
計
を
図
り

な
が
ら
、
公
益
事
業
の
継
続
的
取
組

み
と
、
新
た
な
試
み
を
取
り
入
れ
な

が
ら
名
実
と
も
に

｢

公
益
法
人｣

と

し
て
の
体
制
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
の
課
題
は
、
会
計
仕
訳
や

業
務
仕
訳
等
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
管

理
力
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
し
、
予
想
さ
れ
る
毎
年
の
審
査
に

対
応
し
て
い
く
事
務
工
数
の
増
大
で

あ
り
ま
す
。

時
代
の
要
請
に
応
え
つ
つ
も
、
今

後
の

｢

在
る
べ
き
姿｣

に
つ
い
て
全

法
連
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
来
年

度
第
30
回
通
常
総
会
に
向
け
て
準
備

す
る
も
の
と
し
ま
す
。
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昨
年
度
は
、｢

組
織
の
一
元
化｣

に
引
続
き

｢

会
計
の
一
元
化｣

を
図

っ
た
年
度
で
あ
り
ま
し
た
。

｢

地
区
運
営｣

に
つ
い
て
は
、
地
域

性
の
重
視
を
前
提
に
、
定
期
的

｢

地

区
役
員
会｣

の
開
催
と
集
ま
り
易
い

環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
開
催
日
程
・
場
所
・
内

容
の
早
期
伝
達
と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
重
視
で
し
た
。
事
業
環
境
好
転

の
兆
し
が
見
え
な
い
中
で
、
な
か
な

か
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
面
も
あ
り

ま
す
が
、｢

集
ま
る
場｣

の
確
保
が

大
切
と
の
思
い
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、

前
年
度
に
比
し
参
加
率
の
向
上
と
い

う
結
果
に
繋
が
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
、｢

酒
田
ふ
れ
あ
い
商

工
会｣

お
よ
び

｢

遊
佐
町
商
工
会｣

と
の
共
催
事
業
に
は
、
積
極
的
に
参

加
す
る
こ
と
と
し
、
税
務
の
係
わ
り

ば
か
り
で
な
く
行
政
・
商
工
会
の
枠

を
越
え
て
、
緩
や
か
に
し
て
異
業
種

交
流
の
場
と
し
て
、
当
会
の
メ
リ
ッ

ト
を
最
大
限
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
組
織
加
入
率
に
お
い
て
、

70
％
以
上
を
維
持
し
て
連
続
22
年
。

県
内
は
言
う
に
及
ば
ず
、
全
法
連
の

中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
偏
に
先
人
の
努
力
と

酒
田
民
活
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

今
年
度
一
層
の
知
名
度
・
認
知
度
の

向
上
を
図
る
べ
く
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

公
開
講
演
会
・
研
修
会
等
に
延
べ

約
２
’７
０
０
名
の
参
加
を
得
ま
し

た
。と
り
わ
け
11
月
の｢

税
を
考
え
る

週
間｣
に
お
け
る
記
念
公
演
会(

吉
川

よ
し
ひ
ろ
の
チ
ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト)

は
、
希
望
ホ
ー
ル
一
杯
１
’２
０
０

名
の
聴
衆
で
埋
ま
り
ま
し
た
。
今
年

度
も
更
に
組
織
的
取
組
み
を
展
開
し
、

更
な
る
集
客
を
図
っ
て
地
域
貢
献

の
実
を
挙
げ
る
こ
と
で
組
織
強
化
に

繋
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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国
が
目
指
す

｢

電
子
政
府｣

構
築

に
向
け
た
行
動
計
画
に
沿
っ
て
、
電

子
化
施
策
は
国
税
の
み
な
ら
ず
登
記

事
務
・
社
会
保
険
・
そ
の
他
の
申

請
・
手
続
き
業
務
と
広
範
で
、
平

成
25
年
度
末
ま
で
の
高
い
目
標
値

が
設
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
酒
田

税
務
署
管
内
は
順
調
に
利
用
促
進

が
図
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

個
人
申
告
の
場
面
で
の
活
用
を
含

め
、
更
な
る
啓
蒙
活
動
が
必
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
県
税
・
市
税
に
お
け
る

ｅ
Ｌ
�
Ｔ
ａ
ｘ
に
つ
い
て
も
、
地

方
行
政
全
般
の
効
率
化
の
観
点
か

ら
、
当
会
と
し
て
も
積
極
的
に
協

力
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。
そ

の
意
味
で
、｢

Ｗ
ｅ
ｂ
化
促
進
委

員
会｣

を
当
初
３
年
に
限
定
し
た

委
員
会
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
後
予
想
さ
れ
る
高
度
情
報
化
の
進

展
に
遅
れ
を
と
ら
ぬ
よ
う
継
続
し
て

活
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
随
時
行
う
こ
と
と
し
、
迅

速
な
情
報
発
信
に
努
め
つ
つ
、
税
務

業
務
の
円
滑
な
運
営
に
寄
与
し
た
い

と
考
え
ま
す
。
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定
例
の
決
算
・
新
設
法
人
・
年
末

調
整
の
説
明
会
・
講
習
会
は
、
年
間

計
画
に
沿
っ
て
税
務
当
局
と
緊
密
に

連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。
実
務
研
修

に
つ
い
て
は
、
内
容
に
よ
っ
て
三
水

会
と
の
共
催
も
図
り
な
が
ら
、
会

員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
他
、
公
開
講

座
も
織
り
交
ぜ
て
社
会
貢
献
の
一
助

と
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
４

年
目
を
迎
え
る

｢

出
前
租
税
教
室｣

を
市
内
４
小
学
校
に
て
６
月
に
開
催

し
ま
し
た
。
更
に
、
今
年
度
の

｢

税

を
考
え
る
週
間｣

(

11
／
11
〜
17)

の
記
念
事
業
と
し
て
、
既
に

｢

津
軽

三
味
線
・
岡
田

修
の
世
界｣

(

希

望
ホ
ー
ル)

と
決
定
し
て
お
り
、
昨

年
に
引
き
続
き
広
報
活
動
を
徹
底
し

て
大
勢
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
頂
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
新
た
に
導
入
し
た

｢

セ
ミ

ナ
ー
オ
ン
デ
マ
ン
ド｣

(

Ｓ
Ｏ
Ｄ)

に
つ
い
て
は
、
い
つ
で
も
・
ど
こ
で

も
研
修
で
き
る
と
い
う
Ｗ
ｅ
ｂ
の
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
頂
く
よ
う
Ｐ
Ｒ

に
努
め
ま
す
。
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全
法
連
と
保
険
会
社
三
社

(

大
同

生
命
・
ア
フ
ラ
ッ
ク
・
Ａ
Ｉ
Ｕ)

が

共
同
開
発
し
た

｢

経
営
者
大
型
保
障

制
度｣

・｢

が
ん
保
険｣

等
の
会
員
優

遇
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
有
用
性
を

周
知
し
、
斡
旋
普
及
に
努
め
ま
す
。

と
り
わ
け
庄
内
地
方
は

｢

が
ん
罹

患
率｣

が
高
い
と
さ
れ
て
お
り
、
健

康
管
理
と
と
も
に
保
険
の
備
え
に
つ

い
て
も
勧
め
て
い
き
ま
す
。
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昨
年
８
月
末
、
歴
史
的
政
権
交
代
を

果
た
し
て
９
ヶ
月
。
重
大
な
局
面
に
あ

る
政
局
の
舞
台
裏
に
つ
い
て
、
政
治
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
泉

宏
氏
に
分
か
り

易
く
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
既
に
、
６

月
２
日
�
午
前
に
退
陣
を
表
明
す
る
に

至
っ
た
鳩
山
内
閣
周
辺
の
事
情
に
つ
き

豊
富
な
情
報
を
基
に
、
今
後
の
行
方
に

つ
い
て
解
説
し
て
く
れ
ま
し
た
。

�
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９
ヶ
月
前
の
圧
倒
的
支
持
率
を
得
て

の
政
権
交
代
時
、
今
の
状
況
に
な
る
と

は
誰
も
予
想
し
な
か
っ
た
。
選
挙
公
約

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
、
そ
の
通
り
で
き

っ
こ
な
い
の
は
衆
知
の
通
り
で
あ
っ
た

筈
で
あ
る
が
、
沖
縄
問
題
を
巡
る
発
言

が
、
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
っ
て
日
本
語
と
し

て
理
解
で
き
な
い
場
面
を
繰
り
返
し
た
。

内
閣
支
持
率
調
査
に
も
い
ろ
い
ろ
あ

る
が
、
一
般
的
Ｒ
Ｄ
Ｄ
方
式
以
外
に
訪

問
面
談
形
式
も
あ
る
。
10
日
前

(

５
／

14)
時
点
で
押
並
べ
て
、
支
持
20
％
前

後
・
不
支
持
60
％
超
の
結
果
で
、
危
険

水
域
に
あ
る
。
し
か
し
、
現
状
あ
る
意

味
で

｢

変
わ
る
余
裕
が
な
い｣

と
い
う

の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
。

｢

公
務
員
制
度
改
革
法
案｣

・｢

郵
政
改

革
法
案｣

等
の
重
要
法
案
の
行
方
が
ど

う
な
る
か
、
子
供
手
当
て

(
半
額)

・

高
速
道
路
料
金

(

土
日
１
’０
０
０
円)

据
え
置
き
、｢

国
家
戦
略
局｣

は
無
理

で
、
参
議
院
選
挙
の
絡
み
で
日
程
が
組

ま
れ
て
く
る
。

!
"
#
$
%
�
&
'

参
議
院
選
挙
は
、
会
期
終
了
後
３
週

間
以
内
と
決
ま
っ
て
お
り
、
７
月
11
日

�
に
決
ま
る
確
立
高
い
。
参
院
選
挙
は

３
年
毎
の
半
数
改
選
で
、
比
較
的
予
測

し
易
い
。
改
選
１
２
１
議
席
で
、
民
主

党
は
昨
年
段
階
で
は
楽
勝
の
61
議
席
獲

得
で
、
安
定
多
数
を
目
論
ん
で
い
た
。

し
か
し
、
今
春
以
降
、
そ
れ
は

｢

夢
の

ま
た
夢｣

と
な
り
、
予
測
と
し
て
民
主
・

自
民
以
外
で
33
議
席
を
前
提
と
し
て
、

残
り
88
議
席
を
２
党
で
分
け
合
う
と
思

わ
れ
る
。

$
%
(
)
*
+
,
-

従
っ
て
、
少
数
与
党
の
公
算
が
大
で
、

７
月
末
の
臨
時
国
会
お
よ
び
９
月
の
民

主
党
代
表
選
と
臨
時
国
会
の
間
で
、
逆

連
立
・
多
数
派
工
作
が
な
さ
れ
、
そ
の

間
政
策
は
何
も
進
ま
な
い
と
い
う
、
国

民
に
と
っ
て
は
極
め
て
不
幸
な
天
気
予

報
(

？)

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
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今年度の ｢税を考える週間｣ (11／11～17) における記念公演

は下記の通りと決定しました｡
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＊昭和32年酒田市生まれ

昭和60年津軽三味線全国大会優勝

国内外で幅広く演奏・ライブを行うとともに

ＴＶ・映画に活躍

＊アルバム・ＣＤ

｢ＯＳＡＭＵ｣ ｢空へ｣ ｢回帰｣ ｢さかた幻燈記｣
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平成21年度 総合収支計算書
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至 平成22年３月31日
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���� � � � � �� 平成22年７月１日 第81号

｢

酒
田
を
識
る｣

を
テ
ー
マ
に
取

組
ん
で
お
り
ま
す
女
性
部
会
と
し
て
、

今
回
は
飯
森
山
に
あ
る

｢

南
洲
会｣

理
事
長
に
お
出
ま
し
頂
い
て
、
西
郷

隆
盛
と
荘
内
の
関
係
に
つ
い
て
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。(

要
約)
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幕
末
の
動
乱
も
慶
応
４
年

(

１
８

６
８
年)

１
月
３
日
の
鳥
羽
伏
見
の

戦
い
で
決
着
が
つ
い
た
。
江
戸
城
は

無
血
開
城
と
な
っ
た
も
の
の
、
上
野
・

寛
永
寺
に
始
ま
り
、
関
東
・
奥
羽
・

北
陸
と
各
地
で
戦
い
が
起
こ
り
、
官

軍
は
西
郷
隆
盛
を
総
参
謀
と
し
て
鎮

圧
に
当
た
っ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る

戊
辰
戦
争
で
あ
る
。

各
地
が
悲
惨
な
敗
戦
で
次
々
に
官

軍
に
下
る
中
、
最
後
に
残
っ
た
の
が

庄
内
藩
で
、
藩
主
・
酒
井
忠
篤

(

16

歳)

の
父
君
・
忠
発
公
の
決
断
で
帰

順
を
決
め
た
。
明
治
元
年
９
月
、
厳

し
い
降
伏
条
件
を
覚
悟
し
た
が
、
予

想
に
反
し
て
全
く
信
じ
難
い
温
情
あ

ふ
れ
る
処
遇
が
示
さ
れ
、
庄
内
の
人

々
は
心
か
ら
感
動
し
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
明
治
２
年
１
月
、
殿
様

は
東
京
・
清
光
寺

(

菩
提
寺)

に
蟄

居
、
庄
内
藩
は
会
津
に
転
封
を
命
じ

ら
れ
た
が
、
菅

(

臥
牛)

が
代
表
し

て
東
京
に
赴
き
、
阻
止
運
動
に
当
た

り
、
新
政
府
高
官
に
要
請
し
て
回
っ

た
。最

初
に
訪
ね
た
の
が
、
帰
順
降
伏

の
折
に
王
道
的
処
置
を
下
さ
れ
た
黒

田
清
隆
で
、
そ
こ
で
初
め
て
西
郷
隆
盛
の

強
い
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を

知
る
。
曰
く
、｢

戦
い
は
終
わ
れ
ば
良
い
。

後
は
同
じ
日
本
人
と
し
て
、
新
し
い
日
本

を
造
る
同
志
で
あ
り
、
敵
も
味
方
も
な
い｣

…
…
こ
こ
で
初
め
て
西
郷
隆
盛
と
い
う
人

物
を
知
り
、
庄
内
と
の
強
い
結
び
つ
き
の

切
っ
掛
け
が
生
ま
れ
た
。
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西
郷
先
生
は
、
既
に
鹿
児
島
に
帰
っ
て

お
り
、
翌
明
治
３
年
８
月
に
な
っ
て
犬
塚
・

長
沢
の
二
人
を
初
め
て
鹿
児
島
に
派
遣
し
、

御
礼
と
今
後
の
指
導
を
願
っ
た
と
こ
ろ
、

快
く
受
け
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
報
告
を
受
け
て
、
18
歳
と
な
っ
た
忠
篤

公
は
、
藩
士
三
千
人
の
中
か
ら
優
秀
な
76

名
を
選
び
、
明
治
３
年
11
月
に
鹿
児
島
に

赴
き
、
西
郷
先
生
の
下
で
兵
学
の
調
練
を

行
い
、
翌
年
４
月
東
京
に
帰
っ
た
。

菅
実
秀
は
、
酒
田
県
・
権
参
事
を
拝
命

し
、
西
郷
先
生
に
原
野
開
墾
に
つ
い
て
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
大
い
に
賛
成
さ
れ
激
励

を
受
け
た
。
こ
れ
が
松
ヶ
岡
開
墾
事
業
と

な
り
、
藩
士
三
千
人
が
一
丸
と
な
っ
て
明

治
５
年
８
月
に
着
手
し
、
同
年
10
月
に
完

成
し
た
大
事
業
で
あ
っ
た
。

明
治
５
年
、
酒
井
忠
篤
公
は
、
西
郷
先

生
の
勧
め
で
ド
イ
ツ
留
学

(

〜
明
治
12
年)

。

明
治
６
年
に
は
、
忠
宝
公
も
同
様
に
ド
イ

ツ
留
学

(

〜
明
治
12
年)

。
明
治
７
年
１

月
、
酒
井
玄
蕃
・
栗
田
元
輔
・
伊
藤
孝
継

の
三
氏
、
鹿
児
島
に
西
郷
先
生
を
訪
ね

｢

征
韓
論｣

の
真
意
を
伺
い
、
そ
の
詳
細

報
告
が
書
簡
に
認
め
ら
れ
た
。
同
年
11
月
、

赤
沢
源
也
・
三
矢
藤
太
郎
が
鹿
児
島
に
赴

い
た
他
、
翌
８
年
５
月
菅
は
門
弟
７
人
と

と
も
に
、
鹿
児
島
入
り
し
て
20
日
間
滞
在

し
、
西
郷
先
生
と
、
世
に
言
う

｢
徳
の
交

わ
り｣

を
交
わ
し
た
。

あ
る
時
、
西
郷
先
生
が
菅
に
曰
く

｢
命

も
い
ら
ず
、
名
も
い
ら
ず
、
金
も
官
位
も

い
ら
ぬ
者
は
始
末
に
困
る
も
の
な
り｣

と

申
さ
れ
、
こ
れ
に
同
調
し
た
二
人
は

｢

心

と
心
の
交
わ
り｣

を
強
め
、
今
に
語
り
継

が
れ
て
い
る
。

そ
の
後
も
、
明
治
８
年
９
月
に
３
人
。

同
10
月
に
３
人
と
鹿
児
島
入
り
し
、
私
学

校
に
入
学
し
て
い
る
。

�
�
�
�


�
�

西
郷
先
生
の
上
京
に
よ
り
断
行
さ
れ
た

｢

廃
藩
置
県｣

は
、
明
治
４
年
７
月
に
公

布
さ
れ
、
３
府
72
県
と
な
っ
た
。
庄
内
藩

は
、
大
泉
県
と
松
嶺
県
と
な
り
、
１
１
月

に
合
併
し
て

｢

酒
田
県｣

と
な
っ
た
。
大

権
事
に
松
平
権
十
郎
、
権
大
参
事
に
菅
実

秀
が
任
命
さ
れ
、
県
庁
の
幹
部
役
員
は
皆

庄
内
藩
の
人
達
で
あ
っ
た
。
旧
藩
の
役
職

が
、
県
の
幹
部
職
員
に
任
じ
ら
れ
た
例
は
、

鹿
児
島
県
と
酒
田
県
の
二
つ
だ
け
で
あ
っ

た
。
西
郷
先
生
が
、
庄
内
藩
の
人
々
は
愛

国
心
が
強
く
、
識
見
の
高
い
こ
と
以
っ
て
、

政
府
内
の
反
対
を
押
し
切
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
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西
郷
先
生
の
教
え
を
受
け
た
荘
内
の
人

士
達
は
命
が
け
で
学
び
、
実
践
を
目
指
し

た
。と

こ
ろ
が
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
運
命

的
な
西
郷
先
生
の
死
に
、
教
え
を
受
け
た

人
々
は
親
の
死
と
同
様
に
家
々
で
掛
け
軸
・

額
類
を
外
し
、
百
日
の
喪
に
服
し
そ
の
死

を
悼
ん
だ
。
先
生
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と

を
皆
筆
記
し
、
持
ち
寄
っ
て
は
勉
強
す
る

集
ま
り
が
で
き
た
。
命
日
の
９
月
24
日
に

は
、
西
郷
先
生
を
偲
ぶ
お
祭
り
を
し
て
、

相
励
ま
す
よ
う
に
な
っ
た
。
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明
治
22
年
２
月
、
明
治
天
皇
は
西
郷
先

生
の
賊
名
を
解
き
、
正
三
位
を
贈
位
さ
れ

た
。
歓
喜
し
た
荘
内
の
人
々
は
、
今
こ
そ

偉
大
な
仁
徳
と
そ
の
真
精
神
を
天
下
に
示

し
、
後
世
に
伝
え
る
時
と
考
え
、｢

南
洲

翁
遺
訓｣

の
編
纂
に
着
手
し
、
明
治
23
年

１
月
に
刊
行
し
た
。
そ
れ
を
４
月
に
は
東

京
・
中
国･

九
州
・
北
陸
・
北
海
道
と
人

を
配
し
風
呂
敷
背
負
っ
て
、
全
国
の
心
あ

る
人
々
に
配
布
し
た
。

戊
辰
戦
争
で
帰
順
し
た
時
の
王
道
的
終

戦
処
理
に
感
じ
入
り
、｢

新
た
な
荘
内
を

創
る｣

決
意
を
齎
し
た
の
は
、
正
に
南
洲

翁
で
あ
っ
た
。
旧
藩
主
を
先
頭
に
西
郷
先

生
に
学
ん
だ
先
輩
達
の
決
断
と
実
行
は
速

か
っ
た
。
次
々
と
人
士
を
鹿
児
島
に
送
り

込
み
、
か
つ
そ
の
学
修
し
た
学
問
を
広
く

有
意
の
人
材
の
育
成
に
繋
げ
る
努
力
を
現

在
に
至
る
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
。

｢

南
洲
翁
遺
訓｣

は
、
直
接
対
面
で
の
質

疑
応
答
と
な
っ
て
お
り
、
内
容
は
多
岐
に

亘
っ
て
い
る
が
、
一
貫
し
て
底
流
に
流
れ

る
理
念
は
、｢

修
己
治
人｣
の
教
え
で
あ
る
。
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青
年
部
会
通
常
総
会
は
、
去
る
４

月
22
日
�
に
東
急
プ
ラ
ザ
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
は
、
大
谷
部
会
長
体

制
継
続
で
、
役
員
の
若
返
り
を
図
り

つ
つ
、
総
務
・
会
員
拡
大
交
流
・
税

務
・
社
会
貢
献
の
４
委
員
会
を
中
心

に
、
年
間
計
画
に
沿
っ
て
組
織
的
に

事
業
に
取
組
む
こ
と
が
で
き
、
当
会

の
事
業
推
進
力
と
し
て
遺
憾
な
く
力

を
発
揮
で
き
ま
し
た
。

｢

税
を
考
え
る
週
間｣

に
は
、
綿

密
な
行
動
計
画
と
連
携
で
、
集
客
目

標
を
達
成
し
た
こ
と
。
ま
た
、
３
年

目
を
迎
え
た

｢

出
前
租
税
教
室｣

で

は
、
対
象
校
を
４
小
学
校
に
拡
大
し

て
実
施
し
た
結
果
、
高
い
評
価
を
得

て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
の
新
入
会
員

は
４
名
で
し
た
。

今
年
度
も
、
課
題
は
会
員
拡
大
に

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
継
続
的
テ
ー
マ
に

加
え
、
若
手
経
営
者
の

集
ま
り
で
あ
る
と
の
認

識
の
下
、
研
修
・
先
進

企
業
訪
問
等
に
積
極
的

に
取
組
み
、
よ
り
有
意

義
な
組
織
と
し
て
、
新

会
員
を
迎
え
入
れ
る
努

力
を
申
し
合
わ
せ
ま
し

た
。｢

会
計
の
一
元
化｣

に
つ
い
て
も
、
事
業
規

模
に
影
響
し
な
い
こ
と

の
確
認
の
下
、
了
解
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
設
立
15
周
年
を
迎
え
た
女
性

部
会
通
常
総
会
は
、
４
月
27
日
�
に

ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
＆
ガ
ー
デ
ン
酒
田
に

て
開
催
さ
れ
、
平
成
22
年
度
の
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
４
つ
の
委
員
会
を
中

心
に
活
発
な
事
業
展
開
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
テ
ー
マ
と
掲
げ
る

｢

酒
田
を

識
る｣
で
は
、｢

庄
内
探
訪｣

に
取
組

み
好
評
を
得
ま
し
た
し
、｢

出
前
租

税
教
室｣

・
研
修
事
業
の
他
、｢

合
唱

の
集
い｣

・｢

食
の
講
習
会｣

な
ど
、

新
基
軸
の
会
員
交
流
会
も
企
画
開
催

し
、
多
く
の
参
加
者
を
得
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
設
立
15
周
年
を
迎
え

た
こ
と
か
ら
、
記
念
植
樹

(

ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
・
亀
ケ
崎
公
園)

と
新
春
の

集
い

(

新
春
講
演
会)

を
行
い
ま
し

た
。今

年
度
も
、
４
委
員
会
を
起
点
に

し
て
、
年
間
計
画
に
沿
っ
て
企
画
立

案
し
、
よ
り
組
織
的
に
事
業
展
開
す

る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

４
月
28
日
�
に
東
急
プ
ラ
ザ
・

｢

ル
・
ポ
ッ
ト
フ
ー｣

を
会
場
に
、

例
会
に
合
わ
せ
て
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
は
、
池
田
代
表
幹
事

を
中
心
に
新
体
制
で

｢

年
間
事
業
計

画｣

を
練
り
、
会
員
の
協
力
を
得
て
、

所
期
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
厳
し
い
経
済
環
境
の
中
、

税
務
・
財
務
・
経
理
の
専
門
分
野
は

言
う
に
及
ば
ず
、
広
く
経
営
・
労

務
・
営
業
分
野
ま
で
実
務
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
部
専
門
委
員

会

(

総
務
・
広
報
・
税
制
・
Ｗ
ｅ
ｂ

化
促
進)

に
幹
事
を
派
遣
す
る
他
、

青
年
部
会
・
女
性
部
会
と
並
ん
で
、

当
会
の
事
業
推
進
力
と
し
て
多
大
な

貢
献
を
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
時
宜
を
得
た
新
た
な
テ

ー
マ
を
模
索
し
つ
つ
事
業
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

総
会
当
日
は
、
東
北
財
務
局
山
形
財

務
事
務
所
か
ら
加
藤
政
章
所
長
を
お

招
き
し
、｢

我
が
国
の
財
政
状
況
に

つ
い
て｣

ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
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